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支援力と受援力を高める
オープンデータ活用

宮川祥子

情報支援レスキュー隊(IT DART) / 慶應義塾大学看護医療学部
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自己紹介

専門：健康情報学・災害情報学

慶應義塾大学看護医療学部准教授

京都大学防災研究所客員准教授

テキサス大学School of Biomedical Informatics非常勤講師

博士（政策・メディア）, 修士 （健康情報学）

（一社）IT DART代表理事, （一社）EpiNurse理事, 防災士

1995年 阪神淡路大震災にてインターVネットに参画
NetNewsを用いてパソコン通信各社の災害掲示板を繋ぐサービスを構築・運用

NPOの情報発信支援（NPO法支援を含む）

2011年東日本大震災で独自のIT支援を開始
中古PCの再生と被災地への寄贈（避難所・支援団体）

被災地でのPCセットアップ支援

支援マネジメントのための情報システム構築支援

訪問ボランティアナースの会キャンナスの被災地支援チームとして石巻で活動

2015年設立 一般社団法人 情報支援レスキュー隊（IT DART)代表理事

2016年熊本地震、2017年九州北部水害、2018年7月豪雨災害、2019年台風19号等で活動
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2015年ネパール地震の後、ネパール看護協会と
協働で実施した災害⽀援ナース養成プロジェクト
[EpiNurse Project]に参画

2018年岡⼭県倉敷市での⽀援活動
医療⽀援団体にIT環境を提供
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共助：災害とボランティア

• 社会福祉協議会（社協）
• 社会福祉法人格を持つ民間の慈善団体
• 災害時には災害ボランティアセンターを設置

• 民間支援団体
• 災害時の支援を専門に行っている
NPO/NGO

• 被災地で活動しているNPO等で災害対応を
始めた団体

• 支援活動の連携・調整をする団体
• 行政が入らない個人宅や行政が拾いきれない
個別ニーズ、特別なスキルを必要とする（屋
根・重機等）ニーズへの対応

一般ボランティア

社 協
災 害 V C

泥かき
家財の整理
貴重品の探索（位牌、写真等）

ゴミ出し

特殊なニーズ（障害者・子ども・外国人等）
避難所運営支援
専門性の高い支援活動（重機・屋根・医療介護等）

民間支援団体
専門ボランティア

行政は広くあまねく、でも私有地には入らない
では家の片付けを手伝ってくれるのは誰？
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中間支援組織：連携を支援することで支援力・受援力を高める

被災地の外部から
支援に入る団体

被災地内のNPO

被災地行政

災害対応経験は少ない
地域の支援ニーズを良く
知っている

災害対応の経験豊富
地域のことは知らない

中間支援団体
行政との窓口の一本化

支援者間の情報共有

外部支援者と地域
団体の連携促進



つながりは、そなえ

• JVOAD（全国災害ボランティア支援
団体ネットワーク）の会員団体として
活動

• 県域ネットワーク＋JVOADが開催す
る、災害支援団体の情報共有会議で
のニーズ収集・調整

• 全国フォーラムでのネットワーキング
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情報支援レスキュー隊 IT DARTの設立
「情報支援を点から線へ、線から面へ」

• 情報収集
• 被災地の情報支援ニーズを継続的に収集

• 情報活用
• ニーズに基づき、必要な人材・機材・サービス・プロ
グラム開発を提供するコーディネート

• 情報発信
• 被災地の状況やニーズを継続的に発信し、被災地
のその時々の状況をタイムリーに知らせる

情報支援レスキュー隊(IT DART)は、東日本大震災でIT支援・情報支援を行ってきた
個人･団体が集結した「IT x 災害」会議をきっかけに2015年8月に設立されました。
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社 協

災 害 V C

災害時特設ページの運営

ボランティア募集情報等の提供

企業からの⽀援仲介（通信・IT）

IT⽀援（機器提供・IT環境構築・システム構築・データ⼊⼒）

セットアップして 現地に届けて 環境構築・データ⼊⼒⽀援

災害時の
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⺠間⽀援拠点へのIT機器の提供
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災害ボランティアセンターでのニーズ情報の⼊⼒と地図化
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⽀援者(NPO等）の活動状況の集計と地図化
→ニーズ・シーズマッチング

全国災害ボランティア⽀援団体ネットワーク（JVOAD）との協働事業© Shoko Miyagawa 2023



⽀援者情報共有会議

遠隔データ⼊⼒ 現地データ⼊⼒

国・⾃治体・⺠間⽀援

3W: 誰がどこで何を？

クラウドデータベース

地図化

連携調整に活⽤

GIS ソフトウェア

情報共有会議と⽀援状況⾒える化システム：
各団体の⽀援活動状況(3W)を集計・地図情報として⾒える化

グループウェア
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⺠間⽀援先遣隊の情報共有システム
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